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はじめに
私は2011年３月で70歳の定年を迎え､ 立正大学を退職することになりました｡“立正大学での５年間
の私”については最終講義で ｢授業をふりかえって｣ と題して話をしましたので､ ここでは“立正大学
後のこれからの私”について話をしたいと思います｡ これは､ 前任校から数えて大学生活44年間の成れ
の果てに､ 自分のこれからをどうしたいかを語る雑話です｡ よく意味づけすれば､ 人生の最後の段階で
のキャリア形成の一事例を提供することになります｡
私には大切にしている２つの言葉があります｡ 医師日野原重明の言葉 ｢自分の今が､ 誰かの未来につ
ながる生き方を｣ (日野原, 2005) と､ 陶芸家河井寛次郎の言葉 ｢新しい自分が見たいのだ―仕事する｣
(河井, 1975) です｡“新しい自分が見たい”は､ 自分が何かをしていくこと､ 自分のキャリアを形成し
ていくことに結びついています｡ 大学生活を離れるこの時点で､ 私は“誰かの未来に”ということでは
“自分と同じ時代に生きる一般市民のために”､“仕事をする”ということでは､ これから述べるような
ことを行い､ 自分を活かしていきたいと考えています｡ ついでですが､ この“新しい自分を見たい”は､
私の心の中では､ 同じ河井の言葉 ｢此世は自分をさがしに来たところ､ 此世は自分を見にきたところ｣
に通じています｡
“これから私がしたいこと”として２つのことがあります｡ 一つは一般市民のためにカウンセリング
の知識や知恵を伝えること､ もう一つは自分のカウンセリングの場をもつことです｡ 具体的には､ 前者
はすでに行ってきているのですが､ 朝日カルチャーセンター (新宿・横浜) で杉渓一
きよ
言
とき
先生が主宰され
ている ｢カウンセリング講座｣ の担当をさらに充実したものにすること､ 後者は ｢村瀬カウンセリング
ルーム｣ を開設することです｡ これら２つに共通する思いは､ 大学から出て市民の日常生活の中に入り
たい､ 大学で得たものを社会に還元したいということです｡
一般市民のための ｢カウンセリング講座｣
私は､ この十年余り､ 大手新聞社が文化事業の一環として運営するカルチャーセンター､ いわゆる生
涯学習センターに開講されている ｢カウンセリング講座｣ で､ 一般市民に向けてカウンセリングの知識
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＊１ 2011年２月26日の立正大学心理学研究所会議での講演をもとに､ 冗長な部分を省いて書き直した｡
＊２ 立正大学心理学部
や知恵を伝えるという仕事をしてきました｡ ｢講座｣ は一般市民の方がカウンセリングを学び､ 生活に
活かすことを目的としています｡“生活に活かす”というのは､ 自分自身や家族のためにはもちろんで
すが､ 身近な人たちために相談に応じること､ 地域社会の人たちのためにボランティア的な活動を行う
ことなども含んでいます｡ そうした活動が行える人たちを養成するということから､ この ｢講座｣ を
｢ピアカウンセラー養成講座｣ と称してきました (“ピア”という言葉の意味や ｢講座｣ の内容について
はこれから述べます)｡ 後述するように､ この ｢講座｣ はそこで学んだ一般市民の方にとってとても意
味がある結果をもたらしています｡ ですから私は､ この仕事をさらに充実させて進めたいと考えていま
す｡ そこで先ずこの ｢講座｣ がどのような講座なのかを説明をしたいと思います｡
 ピアカウンセリング／ピアカウンセラー
ピア (peer) とは､ (社会的に) 同等の地位の人､ 対等者のこと､ 仲間､ 同僚､ 同輩のことを意味し
ます｡ ですから ｢ピアカウンセリング｣ とは“仲間同士でのカウンセリング”ということになります｡
杉渓一言は“同時代に生きる仲
ピ
間
ア
同士のカウンセリング”として､“ピア”をとても広い意味で考えて
います｡ そこで筆者は ｢ピアカウンセリング｣ をリンカーンの言葉をもじって“私たちの私たちによる
私たちのためのカウンセリング”と言っています｡
カウンセラーには､ プロカウンセラーとして､ 臨床心理士のように､ 専門家として認知されている人
があり､ パラカウンセラーとして､ 教師や看護師のように､ 社会的な仕事を持ちながら仕事の中でカウ
ンセリングを進めていく人がいます｡ そうしたなかでピアカウンセラーは､“プロではなく､ 日常的な
横のつながりの中でカウンセリングを活かしていく人”です｡“身近にいて､ 気安く安心して話せて､
聴いてくれる相手”､“身近な聴き役､ こころのサポートをする人”いうことになります｡ 英語でいうと
friend であり､ partner であり､ co-worker ですが､ 単なるそれらではなく､ カウンセリングを学び､
カウンセリングの心 (カウンセリング・マインド*) を身につけている人です｡
そのようなピアカウンセラーのカウンセリングは､ カウンセリングといっても､ 治療的 (治す) や開
発的 (育てる) ではなく､ 支援的 (支える) な活動となります｡ そして活動する場は､ 地域でのメンタ
ルヘルス活動､ 子育て支援活動､ 障害者のケアや自立支援など､ 草の根的に地域を支えるものとなりま
す｡ (ここまでのピアカウンセリングやピアカウンセラーについての説明は主に杉渓から学んだことで
す｡)
 ｢カウンセリング講座｣ の内容とそこで学ばれること
｢カウンセリング講座｣ については､ 村瀬 (2009：本紀要第７号) で ｢一般市民が社会教育としての
カウンセリング講座から得たもの｣ と題して報告しています｡ (講演ではその報告を紹介しましたが､
ここでは要点のみを以下に記します｡)
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＊カウンセリング・マインドとは､ カウンセリングを行うときのカウンセラーとしての心構えのことです｡ 杉渓一
言は自らの半世紀にわたるカウンセラー経験から､ カウンセリング・マインドを次の10の心にまとめています｡
１. 一人ひとりを大切にする心／２. ひとの痛みを感じる心／３. 待つ心／４. 可能性を拓く心／５. 柔らかい
心／６. 向きあう心／７. 葛藤を生きる心／８. クライエント (相手・人) に学ぶ心／９. 生涯学びつづける心
／10. ともに生きる心
｢講座｣ は､ ４月開始で１年間 (各期３ヶ月10回､ 全４期で計40回､ １回は１時間45分)､ 講義と実
習とで進めます｡ ｢講座｣ の内容は､ 開講以来30余年の歴史のなかで洗練されてきたもので､ カウンセ
リングの初歩から基本的な事柄を段階的に学べるように構成されています｡ 20～30名が一緒に学びます｡
｢講座｣ の特色は､ 実習が多いことです (自己理解・他者理解実習６回､ ピアカウンセリング実習12
回など)｡ 実習で受講者はさまざまな人との出会いを経験します｡ グループとしてのエクササイズでメ
ンバー同士が自分の感じたことや考えを話し合う､ カウンセリング実習で自分が日頃気にかかっている
ことや自分の問題を語ってみるなど､ さまざまなかたちのふれ合いを体験します｡
そうした１年間の ｢講座｣ のなかで受講者は何を体験し､ 何を学ぶでしょうか｡ 2005年度から2007年
度の３年間､ 受講者のうち講座の最終回に出席した116名に､ 終了時に10分～15分で ｢カウンセリング
講座全体についての感想｣ を書いてもらいました｡ その感想文のなかでの､ ｢変化があった｣ ｢効果があっ
た｣ ｢意味があった｣ などの意味内容を含む部分を抜書きして収集し (収集した文の総数は253)､ KJ
法的な方法で分析しました｡
結果として､ 受講者が体験したこと・学んだことは次のような内容でした｡ ①講座が自分を見つめる
きっかけ・機会となった､ ②講座から自分への気づきを得た､ ③講座を通してこれからの自分への見通
しを得た､ ④講座を通して自分が変わった､ ⑤聴くことをめぐって考え学んだ､ ⑥さまざまな参加者か
ら学んだ､ ⑦さまざま人たちとの出会いが自分にとってたいせつなものとなった､ ⑧自己の広がりを感
じるようになった､ ⑨カウンセリング講座から学ぶ喜びを得た､ などです｡
このような変化を生じるには､ この ｢講座｣ の特徴である実習が多いことが大きな要因になっている
と考えられます｡ 実習のなかで受講者たちは､ さまざまな人たちと出会い､ さまざまな人たちとかかわ
り合い､ さまざまな人たちのものの見方・考え方､ 行動の仕方があることを知りました｡ 受講者はお互
いに仲間から学び合ったのです｡ ですから､ 講義と実習とをうまく組み合わせたこの ｢講座｣ は､ その
全体を“グループによるワークショップ”のかたちになっていると見なすこともできるでしょう｡
｢講座｣ を受講したことで得たもの､ それによって生じた自分の考え方や行動の仕方の変化は､ 受講
者の一人ひとりで異なるでしょう｡ しかし､ 受講者全体としてまとめてみるとき､ 受講者たちには､ １
年という期間の中で､ ｢自分に気づき､ 新たな生活の仕方を見出し､ 自由さを得て､ 時間的展望が開か
れてくる｣ という大きな変化が生じていることが読み取れます｡ 受講者はその変化を自分にとって意味
があったと述べています｡ そして自分が変わることで､ 家族にとっても意味があったと語ってくれた人
もいます｡ ここに一般市民に向けての ｢カウンセリング講座｣ の意義があると思います｡
 ｢カウンセリング講座｣ をさらに参加者にとって意味のあるものにするために
｢講座｣ の内容や方法については､ これまでの長年の経験のなかで培ってきた優れたものがあると自
負しています｡ しかし､ 次のようなことを考え､ さらにより良いものを目指してみたいと思うのです｡
｢講座｣ の進め方として､ 筆者が若い頃に國分康孝先生から教えられたことをあらためて自分のもの
にしたいと思います｡ 國分からは ｢楽しくて､ ためになり､ かつ学問的背景がある｣ 講義をすることを
学びました｡ (この言葉には､ 後に縫部義憲により ｢構成的グループ・エンカウンター｣ を行うリーダー
の心得として“リラックスして､ 悪ふざけはしないで､ 自己を打ち出して､ しかし人の感情を傷つけな
いで､ 他者とのふれあいを軸にして､ 強制はしないで､ 説明と指示は明確にして､ しかし同じ目の高さ
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で これを合言葉にしたい”という言葉が付け加えられています (國分・縫部, 1989)｡ これはグルー
プ・エンカウンターの場合だけでなく､ 教育する者すべてが心得るべきことでしょう｡) 大学での講義
でも同じかもしれませんが､ 一般市民を対象とする講義では“楽しく”がなにより大切です｡ そしてそ
れは“ためになる”ものであり､ 面白いだけでなく“学問的背景がある”ものでなくてはなりません｡
細かい話になりますが､ この“楽しく”には､ 伝えられることが“わかりやすい”という前提があり
ます｡ 私はこれまで､ 学問的背景を重んじて､ 一般市民向けの ｢講座｣ でも大学での講義であるかのよ
うに話をしてきたところがあります｡“楽しく・わかりやすい”を考えた場合､ 例えて言うことになり
ますが､ カウンセリングのもつ伝えたい知識や知恵を､“直訳”ではなく“意訳”して､ ときには“超
訳”*をして､ 受講者が把握しやすいようにする工夫が必要であると感じています｡
そして“ためになる”ということでは､ 内容として“心の生活習慣づくり”にかかわることをより多
く ｢講座｣ に含めたいと思います｡ 日頃のカウンセリングで相談を受ける問題になっていることの多く
は､ 日常の生活で考えていること・行動していることの積み重ねから生じていることなのです｡ その意
味で､ カウンセリングでの問題は人間関係での“心の生活習慣病”を示しているといえます｡ ですから
逆に言うと､ 日々の生活に目を向けること､ 日々の生活でよりよい人間関係をつくる知恵をもつことが
必要であると思うのです｡ よりよい“心の生活習慣づくり”のために､ ｢講座｣ のなかに､ 心理教育的
内容をこれまでよりも多くする､ 読書療法の方法を取り入れるなどを行いたいと考えています｡
再び方法の話になるのですが､ 前述したように､ この ｢講座｣ では実習が多く､ 受講者はさまざまな
人の考え方や行動の仕方に出会う機会が多いという特長があります｡ ですから､ 私にとって得意な分野
であるグループ・アプローチの技法をさらに工夫して､ ｢講座｣ に取り入れてみたいと思います｡
自分のカウンセリングの場をもつこと
“自分のカウンセリングの場をもつ”ということは､ 私の考え方・私の仕方でのカウンセリングを行
うことができる場所を持つということです｡ 私は､ 前任校では学生相談室で､ 本学では心理臨床センター
でカウンセラーを務めてきました｡ 当たり前のことですが､ それらにはその風土があり制約があります｡
“自分のカウンセリングの場をもつ”ことで､ 自分が望ましいと考えるカウンセリングをより自由に行
いたいと考えるのです｡
私が行いたいカウンセリングを標語的に表現するならば､ 次のようになります｡ 同時代に生きる仲
ピ
間
ア
としての“ピアカウンセリング”､ お互いの人生の中での出会いとして人生をたいせつにするカウンセ
リング､ ｢袖振りあうも他生 (多生) の縁｣ の文化の中でのカウンセリングということになるでしょう｡
このようなことを考えるようになった基には､ いくつかのことがあります｡ ひとつはすでに述べてき
た ｢ピアカウンセリング｣ を自ら実践しようとすることです｡ ひとつは日本の文化に合った人間関係で
のカウンセリングがあるのではないか探ろうとすることで､ これは神田橋 (1997) に教えられたところ
があります｡ 神田橋は ｢袖振りあうも他生 (多生) の縁｣ が根底にある､ 私たちの文化になじむ精神療
法のあり方が大切であることを述べています｡ ひとつは､ この４年間､ 学部３年生対象の授業 ｢臨床心
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＊超訳とは､ 作者が何を言おうとしているのかを主眼にして､ 読者が読みやすいよう自然に訳す､ という考え方で
の翻訳法｡ ある出版社の登録商標となっている｡ (Wikipedia から)
理学研究｣ で小沢牧子著 『｢心の専門家｣ はいらない』 (2002) をテキストとしてきたことがあります｡
小沢はその ｢終章：日常の復権に向けて｣ でこれからの社会のあり方を論じています｡
小沢は“｢心の専門家｣ はいらない社会”として､“人を日常的に支えている力”をたいせつにする､
すなわち身近な人たちの ｢つながり｣ をめざし､ 相互扶助を大切にする社会を考えています｡ そしてこ
のような共同社会がつくられるためには､ これは神田橋にも通じるのですが､“縁の思想に賭ける”と
述べています｡ 私は､ 小沢のように ｢心の専門家｣ の存在を否定する立場ではなく､ よりよいカウンセ
リング､ よりよい ｢心の専門家｣ のあり方を考えていく立場で､ 小沢の考えに賛同します｡ 私のカウン
セリングは､ 人と人との出会いと互いの人生を大切にする風土にねざすものでありたいと考えます｡
しかし､ このような“自分のカウンセリングの場”をもつこと､ いわば独立開業してカウンセリング
を進めることには､ 実のところ少しの不安があります｡
そのひとつは､ 文化に合ったカウンセリングを考えるというものの､ 現代の日本の社会・文化のなか
での人と人とのかかわり合い (人間関係) をどのように捉えたらよいかということです｡ 小沢は､ 現在
の日本社会では ｢孤立不干渉の原理｣､ 問題を個人の内面に還元する ｢心理主義｣ が進行していると言
います｡ 一方で､“｢近代｣ の目標の一つは､ これまで人々を縛りつけてきた伝統の拘束や人間関係から､
個人を解放すること”(宇野, 2010) であり､ このような社会の進み方は必然のこととも考えられます｡
心理学部には新しく対人・社会心理学分野の先生方が加わられましたが､ 先生方からこのような問題に
ついて教えをいただきたいところです｡
もうひとつは私自身の年齢の問題です｡ いわば老年期のカウンセラーですから､ 人の人生にかかわっ
て支援していけるだけの身体的・心理的な力が維持できるかという問題です｡“身体的側面に関しては､
個人差はあるとはいえ､ 老年期に顕著な機能低下がある｡”しかし､ 加齢にともなう“英知 (知恵､
wisdom) や熟達 (expertise) にも目が向けられるようになっている｡”というポジティブ心理学での
言葉 (長田, 2006) に期待したい気持ちです｡ ともかく“私にできる範囲でのカウンセリング”で行く
しかありません｡
おわりに
今日は“これからの私”を語らせていただきましたが､“これから”は“これまで”があったから語
ることができるのです｡ これまでの人生をふりかえったとき､ それは多くの方々に支えられて歩んでき
た道でした｡ ここにいらっしゃる先生方をはじめとして､ 私を支えてくださった無数ともいえる方々に
心から感謝いたします｡
そして､“これから”についてですが､ シェークスピアの戯曲での言葉“Whats past is prologue.
｢これからが本番｣ ｢さてこれからがお楽しみ｣”で今日の話を結びたいと思います｡
ご清聴ありがとうございました｡
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